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（２）嶺南地域共創センター
　① 小浜みらいGo膳プロジェクト
　　　　　～実証で得られた効果と配食への課題～

福井大学医学系部門
地域医療推進講座
助教　大西　秀典
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　② 『学びと挑戦』によるまちづくり

美浜町まちづくり推進課
移住定住・集落元気推進室
室長　山本　知也 氏
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　③ 美浜町中心市街地における公民連携によるまちづくりデザインの実践

福井大学工学系部門
建築建設工学講座
教授　野嶋　慎二
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　④ 福井県嶺南地域における課題解決型事業・プロジェクト

嶺南地域共創センターでは、福井大学の第４期中期計画を推進するため、ステークホルダーと協働し、
学内公募により、嶺南地域の課題解決に取組む事業・プロジェクトに対し支援を行っています。

＜対象事業・プロジェクト＞
嶺南２市４町（敦賀市、小浜市、美浜町、若狭町、おおい町、高浜町）・福井県等と連携し、嶺南地
域の地域課題に取り組む事業・プロジェクト

＜令和６年度実施分＞

④　福井県嶺南地域における課題解決型事業・プロジェクトについて
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令和６年度福井県嶺南地域における課題解決事業・プロジェクトに対する支援 

小浜市における「食縁」の変容がもたらす地域課題の分析と 
その解決に向けた提案 

(令和 6 年４月-２月実施) 
 

地域創生推進本部   
附属創生人材センター 
特命助教 石原周太郎 

 

1. プロジェクトの目的 
 本事業は小浜市を対象に、「食」にま
つわるつながりの現状を把握するとと
もに、その地域課題の解決に向けた提案
を行うことを目的とする。 
 
２. プロジェクトの実施内容 
 本プロジェクトは大きく分けて３つ
の調査を行った。 
 １つ目はヒアリング調査で、小浜市役
所里山里海課、小浜市観光協会、若狭フ
ィッシャーマンズ・ワーフという「食」
に関する主要なステークホルダーに対
して行ったのと同時に、適宜１次生産者
や観光客、地域住民にも調査を行った。 
 ２つ目は夏季（９月８日）と冬季（１
月４日）に若狭フィッシャーマンズ・ワ
ーフと道の駅若狭おばまにおいて小浜
市の食に関する満足度のアンケート調
査を行った。このアンケート結果は共分
散構造分析による解析を行った。 
 ３つ目は青山学院大学に赴き、学生に
対するアイディアソンの実施および関
東学生の小浜や嶺南に対する意識調査
を行った。 
 
３. 得られた成果 
 食に関するステークホルダーへのヒ
アリング調査では①市が県や漁協など
と協定を結びながら養殖の推進、ブラン
ディング化を進めている。②5-60 代への
観光客はリピーターが多く、2-30 代に対

するアプローチが少ない。③水産業、特
に牡蠣の生産者は減少の一途であり、牡
蠣殻の２次利用などは進んでいないこ
となどが明らかとなった。 
 アンケートの結果では、夏冬ともに地
域資源とくに「食のクオリティ」に関す
る満足度が高いことが示された。一方で、
夏の観光客は「アクセスの良さ」からく
る「食のクオリティ」が負の値となり、
小浜市の満足度に悪影響を与えている。
また、冬の帰省客においては「アクセス
の良さ」よりも「情報発信力」からくる
「認知度」が満足度に悪影響を与えてい
ることから、来訪者の属性に起因する傾
向の違いが明らかとなった。 
 青山学院大学の学生からは、小浜市の
魅力は伝わったものの、アクセス面での
時間的・金銭的懸念を持っていることが
明らかとなった。 
 
４. 今後の展開 
 得られた成果を踏まえ、高付加価値の
ある体験型の観光資源開発を提案した。
さらに付加価値を高めるため、今後は牡
蠣殻の２次利用をはじめとした廃食材
の活用を目指した取り組みを行う予定
である。 
 
※ 本事業で行ったアンケートについ
て高度な統計分析を処理するのに
必要だったため、予算には計上して
いない P C の購入を行った。 
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